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西太平洋赤道域における対流圏大気大循環の季節・経年変動
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京大とインドネシア技術評価応用庁によるジャカルタ郊外での境界層レーダー観測,インドネシア気象庁による
全土1 1地点でのレーウィンゾンデ観測に基づき,風速の季節・経年得変動を解析した.上部対流圏において,南北風で
は北半球冬季に南風,夏季に北風という, H a d l e y (的な)循環の遷移による年周期振動が卓越している.一方,東西風で
は1～2月と7～8月に極大を持つ東風の半年周期振動が全地点でみられ,これはH a d l e y循環の遷移による赤道向きの
空気塊輸送に角運動量保存則が作用する結果として一応説明できる.これらに気温データ,インドネシア以外の
NCEPの高層気象観測データを加え,赤道対流圏大気大循環の構造について詳細な解析を行う.

赤道域では,経年変動や季節内変動が年周期季節変動と同等以上に顕著である.これらの観測的研究は,高層気象
観測資料の伝送・取得が困難なため,これまで殆ど気象衛星雲観測資料を用いて行われてきており,高度方向への限
界が生じていた.特に同域での大気大循環の構造やその変動の把握は,高緯度域との物質輸送の面からも非常に重要
である.

本研究では京大とインドネシア技術評価応用庁(BPPT)によるジャカルタ郊外Serpong (1992年11月～)での境界
層レーダー( B L R )観測, インドネシア気象庁( B M G )による全土1 1地点での定常高層気象観測データ( 1 9 9 1～1 9 9 8年4
月)に基づき,西太平洋赤道域(インドネシア域)の風速場の季節・経年変動の解析を行った.両データの東西・南北風
速を半旬( 5日)ごと,全観測期間にわたって平均し,フィルターをかけて9 0日以下の周期成分の季節内変動を取り除
き,平年的な時間高度断面図を作成した.さらに同時期のN C E Pゾンデデータを用い,高緯度に拡張する事で赤道域大
気大循環の季節変動の把握を試みている.

インドネシア域の下部対流圏では,北～中部スマトラ,北部スラウェシ以外の地点で南半球夏季(ジャワ～バリの
雨季)に偏西風モンスーン,冬季(乾季)に東風という明瞭な年周期の季節変化がみられる.一方上部対流圏では, 1～2
月と7～8月に極大を持つ東風の半年周期振動が全地点で見られ, 1～2月極大域は7～8月極大域よりも高高度で現わ
れるという特徴がわかった.各半旬平均から背景風(年平均)をひいて比較すると,中央インドネシアの5地点に比べ,
西では7～8月極大期への東風の強まる時期が1ヶ月程早まり,高度に対して立った構造をしているという,地理的差
異が存在する事がわかった.これに対し,南北風では,下部対流圏において地理的な特徴が認められなかったものの,
上部対流圏ではほぼ全地点で北半球冬季に南風,夏季に北風という, H a d l e y (的な)循環の遷移による,年周期振動が卓
越している。また,この南北風の極大時期と上部対流圏の偏東風ジェットの極大時期はよく一致している.

偏東風ジェットの半年周期で現れる現象は,一対のH a d l e y (的な)循環の間の境界の南北変移と,それによる空気
塊の赤道向き輸送に絶対角運動量保存則が作用する結果として,一応説明できる.しかしながら,東西風の現われる時
期に指摘したような地理的差異がみられる点から,偏東風ジェット・H a d l e y循環の構造に,同じインドネシア域内で
も経度方向の違いがある可能性が考えられる.

経年変化としては,ジャカルタ( S e r p o n g )のB L R観測から, 9 2～9 7年にかけて年々偏西風モンスーンの風速が強ま
ることがわかった.また9 4年9月,本来東風が卓越する時期に,高度2～6 k mにおいて突如西風が現れている.同様の現
象は9 7年1 0月にジャカルタのみでなく,ジャワ島を中心に4地点で現れていることがわかった.この現象はちょうど
エルニーニョ年に相当している( 9 4年は赤道域全体としては顕著ではないものの,インドネシア域ではエルニーニョ
的であった) .同9 7年の1 0月には,中央インドネシアの7地点の上部対流圏でも西風が現れており,その出現高度は南程
低い.今回の解析期間中にQ B Oの西風は3回出現しており,一見Q B O西風成分の降下にも見受けられるが,上部対流圏



の振動の振幅の強化による可能性もあり,これを含めた風速場のS O Iとの相関関係については今後の検討課題であ
る.

同経度帯における,北緯15度～南緯15度範囲のNCEP高層気象観測データを用い,赤道大循環の高緯度への広がり
について解析している.北半球において赤道偏東風の半年周期振動は,高緯度になるに従い1～2月極大域の振幅が小
さくなる形で崩れるが,同緯度においても西程その傾向が強い.東経1 3 0°以東では夏季の極大域は8～9月であり,低
緯度域よりも1ヶ月遅い.一方南北風の年周期は北緯1 3 . 7 3度でも確認されたが南半球においては南緯1 2度(東経1 3 0
～136度)で高度16kmに上層から南風が入り,年周期がやや崩れた形になっている.

インドネシア全土1 1地点における高層気象観測資料という,他の赤道域にない観測データを解析することで,こ
れまで実測では描き出せなかった赤道大気大循環の立体構造や季節変化を描き出すことができた.今回のインドネ
シア高層気象観測データに, N C E Pから得たデータを加え,詳細な偏東風ジェット・H a d l e y循環の3次元構造の把握を
試みている.特に9 0°～1 4 0°E における子午面断面の季節変化の解析は中高緯度との物質輸送の点からも非常に興
味深い.会場ではこれらに加え、温度場との相関などについても報告する予定である.


